
11−はびきの　令和 8 年 （2026 年）10 月−

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

白鳥児童館白鳥児童館
翠鳥園 2-9-101　
☎・FAX  072-957-4900
㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
●小学生と保護者同伴の乳幼児対象　●駐車場なし

10月の予定
  5 日㈪ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

  7 日㈬ 15:00 ～ 16:00 将棋であそぼう　
■■対対■■象象 小学生

10 日㈯ ① 10:00 ～ 11:45
　　　　② 14:00 ～ 15:45

ハンドメイド教室（おやつ作り）
「クレープ」
■■対対■■象象 1 ～ 6 年生　
■■￥￥ 100 円（当日持参）
■■定定■■員員 ①②各10 人（先着順）
■■申申■■込込 電話にて3日㈯9:00～ （市民に限る）
■■持持■■物物  ききエプロン、三角巾、水とう、マスク

14 日㈬ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

14 日㈬ ① 14:30 ～ 15:15
　         ② 15:30 ～ 16:15

みんなで遊ぼう水曜日「バドミントンで遊ぼう」
※雨天中止
■■対対■■象象 ① 1 ～ 3 年生
       ② 4 ～ 6 年生
■■持持■■物物  きき水とう、帽子　

21 日㈬ 10:30 ～ 11:30 わくわく子育て広場「ミニミニ運動会」
※雨天中止

24 日㈯ 14:00 ～ 15:00
グラウンドゴルフであそぼう
※雨天中止
■■持持■■物物  きき水とう、帽子

白鳥児童館
ウェブサイト▶

青少年児童センター青少年児童センター
向野 3-1-33　
☎ 072-952-0032　
FAX  072-937-8580
●一般開放（体育館・運動広場・学習室）㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00
　（事業のある日と㈰㈷除く）
●就学前の子どもとその保護者は、9:00～12:00まで青少年児童
　センターの「待合図書室」を利用することができます。
　（※春・夏・冬休み期間中、年末年始および事業のある日を除く）
※事業の都合により一般開放できない施設があります。
　詳細はセンターだよりやウェブサイト参照

10月の予定（教室の申込は電話・窓口で受付）
子ども広場「将棋教室」※開催日変更の場合あり
■■とと■■きき 3 日㈯・24 日㈯・31 日㈯
       15:00 ～ 16:30　　　　対対対対対対
■■対対■■象象  きき小学生（市内在住）

子育てセミナー「親子体操」　
■■とと■■きき 17 日㈯ 10:30 ～ 11:30　　
■■場場■■所所  きき体育館（当日直接来場）　　
■■対対■■象象  きき就学前の子どもと保護者（市内在住）　　
■■持持■■物物  きき体育館シューズ（参加者全員）　　■■￥￥  きき一家族 100 円

おもしろ教室「ハロウィンリース」　
■■とと■■きき 24 日㈯ 10:00 ～ 11:30　　■■定定■■員員  きき先着 15 人　　
■■申申■■込込 電話にて 10 月 1 日㈭ 9:30 ～受付 
■■対対■■象象  きき3 歳以上の幼児と小学生（小学 1 年生までは保護者同伴）
■■持持■■物物  きき筆記用具・はさみ・のり　　■■￥￥  きき200 円

青少年児童センター
　　ウェブサイト▶
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か い ご
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事の介
かいじょ

助、着
き が

替え、
床
とこ

ずれの処
し ょ ち

置―――
自
じ ゆ う

由な時
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て
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わたし
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ひとり

人
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じ ぶ ん じ し ん

分自身の時
じ か ん

間を犠
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して誰

だれ

かを支
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過
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状
じょうたい
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か ぞ く
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情を注
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意
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にしてくれたように、目
め

の前
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